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梅窓院
平成26年10月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
03-3404-8447
03-3404-8436
http://www.baisouin.or.jp/
jodo@baisouin.or.jp
中村康隆元浄土門主
総本山知恩院第八十六世門跡

青山梅窓院墓苑総販売代理店の日本エキスパートシステムです。当社は梅窓院に
お墓をお求めになる方へのお申込みのお手続きや墓石建立までのお手伝いを専属で
引き受けております。すでにお墓をお持ちの方には墓石の補修やお手入れのご相談な

ども承っております。昨年11月からはペット供養塔「無礙光塔」の運営も始めました。こ
の秋のお彼岸には動物慰霊法要を開催致しました。皆様のご希望にできるだけお応え
できるよう努力しております。ところで8月にフジテレビで放映された「カスペ」をご覧に
なった方も多いのではないでしょうか？　お檀家様からもたくさんのお問い合わせ、ご紹
介を頂きました。都心のお墓としての当墓苑をぜひご親戚、知人の方にご紹介下さい。
皆様からのご意見もお待ち致しております。

郡上市・港区の交流事業の一環として今年も
郡上市の中学生の皆さんが梅窓院を訪れ、
僧侶の話を聞いたあと青山家のお墓参りをされ
ました。

活 動 報 告

郡上市中学生体験学習
8月6日（水）

〜
お
檀
家
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
〜

「法話に癒されました」
山口 節子様
都会の人たちは、早口
でせっかちな印象を受
けますが、津村上人の
優しく穏やかな話し方
は時間がゆっくりと過
ぎていくのを感じるこ
とができ、とても癒されました。
お蕎麦も和気藹々とした雰囲気のなか
で、美味しく頂くことができました。
梅窓院に足を運ぶ際には自宅のある世田
谷から歩いて１時間半かかりますが、お寺
に行くのに気持ちを清めるためにも必ず
歩いていくようにしています。

「日本芸能の素晴らしさを堪能」
石合 佑�様
いつもご先祖様にご報告という気持ちで
お参りしており、年間の行事は檀家・檀
信徒としての生活の一部と思います。
開山忌法要は梅窓院を創建したご僧侶
への大事な法要と伺っていますので、もっ
と前から始めて頂けていればと思いまし
た。
能楽では日本芸能の素晴らしさ、今日の
日頃の生活にない立ち振る舞いや、足の
指先までの動きに心ゆかしい一時を過ご
すことができました。鼓の響きも堪能する
ことができました。

平成26年 第62回念仏と法話の会にて 平成26年 開山忌法要にて

行事予定

文化講演会
10月26日（日）
開場 午後4時15分　祖師堂
開演 午後5時 ～

【講師】隈研吾氏
入場料無料／先着300名
※詳しくは前号同封のチラシをご覧

下さい。

十夜法要
11月15日（土）
法要／法話／特別ライブ／芋煮会
法要開始 　午後4時～

M・ファン・デン・フックピアノリサイタル
11月22日（土）
開場 午後2時15分
開演 午後3時～　祖師堂
冥加料　檀信徒　2,000円
　　　　一般　　5,000円
　　　　学生　　4,000円
先着 300名　お申込受付中!!

【お問合せ】青山文化村
03（3404）8588
今年は「蝶のように」と題しての演奏
です。
※曲目など詳しくは前号同封のチラシ

をご覧下さい。

皆様の窓口となるスタッフです。前列左から、野呂千里、
森恵子、桝谷えり、後列左から、野村建郎、湯澤綾子。

彼岸でのペット法要は尼僧さんに
ご供養頂きます。

ペット供養塔「無礙光塔」が山門
横に建ちました。

梅窓院のお墓とペット供養の窓口

墓苑事業部からのお知らせ

む げ こうとう

日本エキスパートシステム

あいあい
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　住
職
挨
拶

梅
窓
院
第
二
十
五
世

中
島
真
成

早
い
も
の
で
、今
年
も
あ
と
三
か
月
と
な
り
、

年
末
年
始
の
準
備
を
考
え
始
め
出
す
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

今
号
は
不
思
議
な
ご
縁
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、

傳
通
院
、梅
窓
院
、祐
天
寺
の
三
か
寺
合
同
団

体
参
拝
で
ス
イ
ス
へ
行
っ
た
時
の
話
で
す
。

名
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
登
っ
た
、と
い
っ
て
も

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
で
す
が
、そ
の
日
の
午
後
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
金
融
機
関
を
訪
れ
た
時
の
こ
と

で
す
。ス
イ
ス
の
金
融
機
関
が
世
界
か
ら
信
用

さ
れ
る
理
由
を
話
し
て
頂
い
た
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ・ヴ
ァ
イ
ス・プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の

さ

ん
が
な
ん
と
、梅
窓
院
の
お
檀
家
様
の
娘
さ
ん

の
旦
那
さ
ん
で
、平
成
十
一
年
に
梅
窓
院
で
の

親
戚
の
葬
儀
に
出
席
を
さ
れ
て
い
た
方
だ
っ
た

の
で
す
。

今
回
の
訪
問
者
リ
ス
ト
の
中
に
梅
窓
院
の

名
前
を
見
つ
け
、義
理
の

両
親
の
菩
提
寺
だ
か
ら

と
梅
窓
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
か
れ
た
そ
う
で

す

さ
ん
が

列
席
さ
れ
た
葬
儀
や
法

要
は
以
前
の
建
物
の
頃

で
し
た
か
ら
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
び
っ
く
り

さ
れ
た
そ
う
で
す
。今
回

は
そ
の
時
の
記
念
写
真

を
掲
載
し
ま
す
。

し
か
し
ま
さ
か
ス
イ
ス
で
ご
縁
の
あ
る
方
と

お
会
い
す
る
と
は
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に「
お
顔

が
広
い
で
す
ね
」と
言
わ
れ
、少
々
照
れ
な
が
ら

も
得
意
顔
に
も
な
り
ま
し
た（
笑
）。

こ
の
ご
縁
の
あ
と
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教

会
を
訪
れ
ま
し
た
。ど
の
教
会
も
今
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
様
式
で
、勤
勉
で
無

駄
使
い
を
し
な
い
ス
イ
ス
人
の
気
質
と
相
通
じ

る
よ
う
で
、宗
教
改
革
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
ス
イ

ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
の
こ
と
で
し

た
。さ

て
、梅
窓
院
の
行
事
の
話
で
す
。十
月
二
十

六
日
の
文
化
講
演
会
は「
寺
の
力
」と
題
し
て

建
築
家
の
隈
研
吾
さ
ん
に
講
演
し
て
頂
き
ま

す
。「
寺
の
力
」は
隈
さ
ん
か
ら
頂
い
た
演
題
で
、

梅
窓
院
の
お
檀
家
様
で
も
あ
る
隈
さ
ん
が
ど
ん

な
話
を
さ
れ
る
の
か
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

十
一
月
二
十
二
日
に
は
マ
ル
テ
ィ
ン・フ
ァ
ン・

デ
ン・フ
ッ
ク
さ
ん
の
ピ
アノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
蝶
の
よ
う
に
」で
す
。詳
し

く
は
本
号
の
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。

右から中島住職 さん。

。

、
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十
一
月
十
五
日（
土
）

十
夜
法
要

平成25年度、十夜法要の様子。

昨年の十夜法要で法話をされた成田憲信上人。

十
夜
回
向
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
お
申
込
方
法

塔
婆 

同
封
葉
書
に
ご
記
入
の
上
、11
月
10
日
必
着
で
お
申

込
下
さ
い
。

短
冊 

同
封
の「
書
き
方
例
」を
ご
参
照
下
さ
い
。

●
お
支
払
方
法

同
封
の
振
込
用
紙
で
郵
便
局
に
て
お
支
払
頂
く
か
、梅
窓
院

受
付
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。銀
行・コ
ン
ビ
ニ
で
の
お
支
払
は

で
き
ま
せ
ん
。ご
不
明
な
点
は
梅
窓
院
受
付
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

十
夜
法
要
で
は「
塔
婆
」と「
短
冊
」の
ご
回
向
が
選
べ
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
申
込
方
法・冥
加
料
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、ご
回
向
は「
○
○
家
先
祖
代
々
」の
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

塔
婆
回
向 

一
霊
　七
千
円

短
冊
回
向 

一
霊
　三
千
円

法
要
終
了
後
〜
　
　本
堂

法
話

講
師
　津
村
　祥
徳 

上
人

午
後
四
時
〜
　
　
　本
堂

十
夜
法
要

プロフィール
透明感溢れる歌声のシンガーソングラ
イター。地元富山でヴァイオリンとのユ
ニットSora（ソラ）を結成してすぐにTV
ドラマの主題歌に抜擢され、北陸各地
のイベントにも多数参加。2003年に日
本コロムビアからメジャーデビュー、
2007年にソロデビュー。同年発売した
J-POPのボサノバカバーアルバムが好
評にて、以降都内のライブ・イベントに
も多数出演。2013年にはオリジナル曲
のフルアルバムを発売し、ジャズや有名
曲のアレンジ・カバーと共にその心地よ
い歌声と響きに注目が集まっている。

今年も高田なみさんの特別ライブを
法話終了後、観音堂にて開催します！

高田なみ特別ライブ

法
話
終
了
後
、十
夜
法
要
に
ご
参
列
頂
い
た
方
に
芋
煮

の
ふ
る
ま
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。な
お
、芋
煮
会
だ
け

の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
頂
い
て
お
り
ま
す
。

暑
さ
が
過
ぎ
、
秋
め
い
て
き
た
風
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
の

頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

十
月
が
近
づ
い
て
参
り
ま
す
と
、
昨
年
の
伊
豆
大
島
で
の
台
風
二
十
六
号
に
よ
る
土

砂
災
害
が
記
憶
に
新
し
い
方
も
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
広
島
で
の
大

規
模
土
砂
災
害
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
か
ら
昨
今
の
異
常
気
象
。
誰

も
が
感
ず
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
天
地
自
然
と
い
う
も
の
は
、

時
に
優
し
く
、
時
に
無
慈
悲
で
、「
ま
ま
な
ら
な
い
」
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十
月
か
ら
十
一
月
の
こ
の
時
節
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
で
は
、
「
十
夜
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、「
お
十
夜
」「
十
夜
念
仏
」「
十
夜
講
」
と
も
い
い
ま

す
が
、
正
式
名
称
は
、「
十
日
十
夜
法
要
」
と
い
い
ま
す
。
浄
土
経
典
の
一
つ
、
『
無
量

寿
経
』
の
巻
下
に
、「
こ
の
世
に
お
い
て
十
日
十
夜
の
間
善
行
を
行
う
こ
と
は
、
仏
の
国

で
千
年
間
善
行
を
す
る
こ
と
よ
り
も
尊
い
」
と
説
か
れ
て
い
る
教
え
を
実
践
し
た
も
の

で
、
十
日
十
夜
に
わ
た
り
不
断
念
仏
を
称
え
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
に
感
謝
す
る
法

要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
今
で
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
一
日
の
う
ち
に
集
約
さ
せ
て
お
勤
め
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
特
別
に
日
を
定
め
て
行
う
念
仏
を
、「
別
時
念
仏
」
と
も

申
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
十
夜
法
要
」
は
、「
十
日
十
夜
の
別
時
念
仏
会
」
の
こ
と
で
、

「
別
時
念
仏
」
と
は
、
平
生
で
は
猿
猴
が
枝
を
つ
た
う
が
如
き
惑
う
心
を
一
つ
に
し
、

た
だ
一
向
に
念
仏
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
数
を
定
め
ず
多
く
称
え
る
そ
の
一
つ
一

つ
の
お
念
仏
の
中
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
へ
の
報
恩
感
謝
、
大
災
害
、
異
常
気
象
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
の
速
や
か
な
る
安
寧
と
、
私
た
ち
も
諸
共
に
と
、
心
か
ら
の
極
楽
往
生

を
願
い
ま
す
。
ご
法
要
の
際
に
は
是
非
ご
一
緒
に
心
を
一
つ
に
お
念
仏
を
お
称
え
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
夜
に
よ
せ
て

（
法
務
部
）
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ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
か
ら
昨
今
の
異
常
気
象
。
誰

も
が
感
ず
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
天
地
自
然
と
い
う
も
の
は
、

時
に
優
し
く
、
時
に
無
慈
悲
で
、「
ま
ま
な
ら
な
い
」
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十
月
か
ら
十
一
月
の
こ
の
時
節
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
で
は
、
「
十
夜
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、「
お
十
夜
」「
十
夜
念
仏
」「
十
夜
講
」
と
も
い
い
ま

す
が
、
正
式
名
称
は
、「
十
日
十
夜
法
要
」
と
い
い
ま
す
。
浄
土
経
典
の
一
つ
、
『
無
量

寿
経
』
の
巻
下
に
、「
こ
の
世
に
お
い
て
十
日
十
夜
の
間
善
行
を
行
う
こ
と
は
、
仏
の
国

で
千
年
間
善
行
を
す
る
こ
と
よ
り
も
尊
い
」
と
説
か
れ
て
い
る
教
え
を
実
践
し
た
も
の

で
、
十
日
十
夜
に
わ
た
り
不
断
念
仏
を
称
え
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
に
感
謝
す
る
法

要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
今
で
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
一
日
の
う
ち
に
集
約
さ
せ
て
お
勤
め
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
特
別
に
日
を
定
め
て
行
う
念
仏
を
、「
別
時
念
仏
」
と
も

申
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
十
夜
法
要
」
は
、「
十
日
十
夜
の
別
時
念
仏
会
」
の
こ
と
で
、

「
別
時
念
仏
」
と
は
、
平
生
で
は
猿
猴
が
枝
を
つ
た
う
が
如
き
惑
う
心
を
一
つ
に
し
、

た
だ
一
向
に
念
仏
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
数
を
定
め
ず
多
く
称
え
る
そ
の
一
つ
一

つ
の
お
念
仏
の
中
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
へ
の
報
恩
感
謝
、
大
災
害
、
異
常
気
象
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
の
速
や
か
な
る
安
寧
と
、
私
た
ち
も
諸
共
に
と
、
心
か
ら
の
極
楽
往
生

を
願
い
ま
す
。
ご
法
要
の
際
に
は
是
非
ご
一
緒
に
心
を
一
つ
に
お
念
仏
を
お
称
え
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
夜
に
よ
せ
て

（
法
務
部
）
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梅窓院
平成26年10月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
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総本山知恩院第八十六世門跡

青山梅窓院墓苑総販売代理店の日本エキスパートシステムです。当社は梅窓院に
お墓をお求めになる方へのお申込みのお手続きや墓石建立までのお手伝いを専属で
引き受けております。すでにお墓をお持ちの方には墓石の補修やお手入れのご相談な

ども承っております。昨年11月からはペット供養塔「無礙光塔」の運営も始めました。こ
の秋のお彼岸には動物慰霊法要を開催致しました。皆様のご希望にできるだけお応え
できるよう努力しております。ところで8月にフジテレビで放映された「カスペ」をご覧に
なった方も多いのではないでしょうか？　お檀家様からもたくさんのお問い合わせ、ご紹
介を頂きました。都心のお墓としての当墓苑をぜひご親戚、知人の方にご紹介下さい。
皆様からのご意見もお待ち致しております。

郡上市・港区の交流事業の一環として今年も
郡上市の中学生の皆さんが梅窓院を訪れ、  
僧侶の話を聞いたあと青山家のお墓参りをされ
ました。

活 動 報 告

郡上市中学生体験学習
8月6日（水）

〜
お
檀
家
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
〜

「法話に癒されました」

とができ、 とても癒されました。
お蕎麦も和気藹々とした雰囲気のなか
で、美味しく頂くことができました。
梅窓院に足を運ぶ際には自宅のある世田
谷から歩いて１時間半かかりますが、お寺
に行くのに気持ちを清めるためにも必ず
歩いていくようにしています。

「日本芸能の素晴らしさを堪能」
平成26年 第62回念仏と法話の会にて 平成26年 開山忌法要にて

行事予定

文化講演会
10月26日（日）
開場 午後4時15分　祖師堂
開演 午後5時 ～ 

【講師】隈研吾氏
入場料無料／先着300名
※詳しくは前号同封のチラシをご覧

下さい。

十夜法要
11月15日（土）
法要／法話／特別ライブ／芋煮会
法要開始 　午後4時～

M・ファン・デン・フックピアノリサイタル
11月22日（土）
開場 午後2時15分
開演 午後3時～　祖師堂
冥加料　檀信徒　2,000円

一般　　5,000円
学生　　4,000円

先着 300名　お申込受付中!!
【お問合せ】青山文化村
03（3404）8588
今年は「蝶のように」と題しての演奏
です。
※曲目など詳しくは前号同封のチラシ

をご覧下さい。

彼岸でのペット法要は尼僧さんに
ご供養頂きます。

ペット供養塔「無礙光塔」が山門
横に建ちました。

梅窓院のお墓とペット供養の窓口

墓苑事業部からのお知らせ

む げ こうとう

日本エキスパートシステム

あいあい
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住
職
挨
拶

梅
窓
院
第
二
十
五
世

中
島
真
成

早
い
も
の
で
、今
年
も
あ
と
三
か
月
と
な
り
、

年
末
年
始
の
準
備
を
考
え
始
め
出
す
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

今
号
は
不
思
議
な
ご
縁
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、

傳
通
院
、梅
窓
院
、祐
天
寺
の
三
か
寺
合
同
団

体
参
拝
で
ス
イ
ス
へ
行
っ
た
時
の
話
で
す
。

名
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
登
っ
た
、と
い
っ
て
も

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
で
す
が
、そ
の
日
の
午
後
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
金
融
機
関
を
訪
れ
た
時
の
こ
と

で
す
。ス
イ
ス
の
金
融
機
関
が
世
界
か
ら
信
用

さ
れ
る
理
由
を
話
し
て
頂
い
た
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ・ヴ
ァ
イ
ス・プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ

ん
が
な
ん
と
、梅
窓
院
の
お
檀
家
様
の
娘
さ
ん

の
旦
那
さ
ん
で
、平
成
十
一
年
に
梅
窓
院
で
の

親
戚
の
葬
儀
に
出
席
を
さ
れ
て
い
た
方
だ
っ
た

の
で
す
。

今
回
の
訪
問
者
リ
ス
ト
の
中
に
梅
窓
院
の

名
前
を
見
つ
け
、義
理
の

両
親
の
菩
提
寺
だ
か
ら

と
梅
窓
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
か
れ
た
そ
う
で

す
。フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん
が

列
席
さ
れ
た
葬
儀
や
法

要
は
以
前
の
建
物
の
頃

で
し
た
か
ら
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
び
っ
く
り

さ
れ
た
そ
う
で
す
。今
回

は
そ
の
時
の
記
念
写
真

を
掲
載
し
ま
す
。

し
か
し
ま
さ
か
ス
イ
ス
で
ご
縁
の
あ
る
方
と

お
会
い
す
る
と
は
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に「
お
顔

が
広
い
で
す
ね
」と
言
わ
れ
、少
々
照
れ
な
が
ら

も
得
意
顔
に
も
な
り
ま
し
た（
笑
）。

こ
の
ご
縁
の
あ
と
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教

会
を
訪
れ
ま
し
た
。ど
の
教
会
も
今
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
様
式
で
、勤
勉
で
無

駄
使
い
を
し
な
い
ス
イ
ス
人
の
気
質
と
相
通
じ

る
よ
う
で
、宗
教
改
革
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
ス
イ

ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
の
こ
と
で
し

た
。さ

て
、梅
窓
院
の
行
事
の
話
で
す
。十
月
二
十

六
日
の
文
化
講
演
会
は「
寺
の
力
」と
題
し
て

建
築
家
の
隈
研
吾
さ
ん
に
講
演
し
て
頂
き
ま

す
。「
寺
の
力
」は
隈
さ
ん
か
ら
頂
い
た
演
題
で
、

梅
窓
院
の
お
檀
家
様
で
も
あ
る
隈
さ
ん
が
ど
ん

な
話
を
さ
れ
る
の
か
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

十
一
月
二
十
二
日
に
は
マ
ル
テ
ィ
ン・フ
ァ
ン・

デ
ン・フ
ッ
ク
さ
ん
の
ピ
アノ
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
蝶
の
よ
う
に
」で
す
。詳
し

く
は
本
号
の
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。
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右から中島住職、フィリップさん。

都会の人たちは、早口
でせっかちな印象を受
けますが、津村上人の
優しく穏やかな話し方
は時間がゆっくりと過
ぎていくのを感じるこ

いつもご先祖様にご報告という気持ちで
お参りしており、年間の行事は檀家・檀
信徒としての生活の一部と思います。
開山忌法要は梅窓院を創建したご僧侶
への大事な法要と伺っていますので、もっ
と前から始めて頂けていればと思いまし
た。
能楽では日本芸能の素晴らしさ、今日の
日頃の生活にない立ち振る舞いや、足の
指先までの動きに心ゆかしい一時を過ご
すことができました。鼓の響きも堪能する
ことができました。




